
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て 

 

大
月 

和
彦 

 

晴
天
の
霹
靂
だ
っ
た
。
他
人
事
と
思
っ
て
い
た
コ
ロ
ナ
に
罹
っ
た
の
だ
。
感
染
が
判
明
し
て
か
ら
１

０
日
間
の
入
院
生
活
を
送
り
、
月
末
に
退
院
し
た
。
妻
は
濃
厚
接
触
者
と
さ
れ
て
自
宅
で
療
養
し
て
い

た
が
、
同
じ
頃
に
外
出
制
限
が
解
か
れ
、
以
前
の
生
活
を
取
り
戻
し
て
い
る
。 

 

例
年
に
な
く
寒
い
日
が
続
い
た
一
月
中
旬
の
あ
る
日
、
喉
が
痛
く
な
り
、
３
８
、
１
度
に
な
っ
た
。

風
邪
だ
と
軽
く
考
え
て
い
た
が
、
念
の
た
め
に
近
く
の
総
合
病
院
の
発
熱
外
来
へ
行
く
。
抗
原
検
査
と

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
結
果
、
両
方
と
も
プ
ラ
ス
の
反
応
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
と
診
断
さ
れ
た
。

妻
は
抗
原
検
査
が
マ
イ
ナ
ス
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
判
定
不
能
と
の
診
断
だ
っ
た
。 

 

翌
日
、
保
健
所
か
ら
、
電
話
で
矢
継
ぎ
早
に
症
状
の
確
認
な
ど
連
絡
や
指
示
が
来
る
。
夕
方
に
な
っ

て
入
院
先
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
行
な
っ
た
病
院
に
決
ま
り
、
次
の
日
の
午
後
入
院
と
指
示
さ
れ
る
。 

当
日
、
迎
え
に
来
た
保
健
所
の
車
で
病
院
へ
。
救
急
患
者
搬
送
口
か
ら
車
い
す
に
乗
せ
ら
れ
、
い
く

つ
も
の
扉
を
通
っ
て
隔
離
病
棟
へ
。
こ
こ
は
外
部
と
遮
断
さ
れ
た
密
室
の
空
間
。「
収
容
」
さ
れ
た
の

だ
。
家
族
と
の
面
会
や
外
出
は
不
可
。
病
院
の
売
店
は
利
用
で
き
な
い
。
病
院
ス
タ
ッ
フ
に
頼
む
こ
と

も
ダ
メ
。
公
衆
電
話
も
な
く
、
外
部
と
通
じ
る
の
は
ケ
ー
タ
イ
だ
け
。
た
ま
た
ま
持
参
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
水
が
な
く
な
っ
た
の
で
頼
む
と
、
お
茶
が
供
さ
れ
る
食
事
ま
で
待
て
と
い
わ
れ
る
。 

ケ
ー
タ
イ
と
飲
料
水—

-

命
の
綱
の
確
保
を
急
が
な
く
て
は
。
家
族
に
連
絡
し
て
ケ
ー
タ
イ
用
の
充

電
器
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
送
っ
て
も
ら
う
。
特
定
の
運
送
業
者
に
依
頼
し
、
届
い
た
品
物
は
看
護
師
監

視
の
下
で
開
け
る
仕
組
み
。
外
部
と
の
遮
断
が
最
優
先
な
の
だ
。 

翌
日
、
最
近
開
発
さ
れ
た
と
い
う
＊
治
療
薬
の
点
滴
注
射
を
す
る
。
看
護
師
二
人
が
付
き
っ
き
り
で

３
０
分
、
無
事
終
わ
る
。
体
温
と
血
圧
の
定
時
測
定
、
パ
ル
ス
・
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
の
常
時
着
用
な
ど

不
自
由
で
退
屈
な
生
活
が
続
い
た
。
。 

高
熱
な
ど
の
症
状
が
な
い
ま
ま
に
推
移
し
１
０
日
目
、
無
症
状
者
と
さ
れ
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の
検
査
な
し
で

退
院
し
た
。 

 

全
国
の
感
染
者
は
累
計
４
４
２
万
、
退
院
し
た
者
な
ど
元
感
染
者
が
３
４
５
万
、
死
者
２
・
１
万
（
２ 

月
１
９
日
現
在
）
と
い
う
。
感
染
症
の
実
態
を
直
視
し
、
い
た
ず
ら
に
怖
が
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。 

＊
ゼ
ビ
ュ
デ
ィ
点
滴
静
注
液
５
０
０
㎎
（
一
般
名
ソ
ト
ロ
ビ
マ
ブ
）
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

１
９
の
軽
症
・

中
等
症
の
治
療
薬
と
し
て
昨
年
秋
に
承
認
さ
れ
た
。 


